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＜病棟連絡事項＞
・第10回　院内研修のお知らせ　下記の日程で開催します。
各自メールに添付された研修資料閲覧しレポート提出をお願い致します。
レポート提出期限： 2023年3月20日から3月31日まで
内　容：「退院支援」
講　師：西舘　翔子PSW

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・齊藤　光枝様～東D18号室
【転出】
・高柳　和子様～東C5号室　→西B23号室

＜患者様連絡事項＞
・北川　達雄様～血糖測定は本日で終了。


・村畑　朱音様～ロナセンテープ中止指示あり。テープ貼付部発赤・掻痒感強く、ヘパリンクリーム1本処方。

・山田　剛也様～ロナセンテープ中止。3/14～グラマリール（25）3T毎食後追加となり、3日分処方。

・江刺家　惠子様～エンシュア継続。3/14採血指示あり。

・澤口　利香様～不眠時デエビゴ（5）1T　30回分処方。

・泉山　紀子様～不穏時リスパダール内用液（0.5）1P　5回分処方。

・小栗　健太郎様～便秘時センノシド（12）2T　7回分処方。

・大西　綾音様～不穏・不眠時エチゾラム（0.5）1T　5回分処方。

・小田桐　幸雄様～不穏時リスパダール内用液（0.5）1P　7回分処方。

・竹ノ内　トメ様～船場Dr.診察。聴診にて水泡を伴う異常呼吸音聴取。肺炎も再発し、心機能低下（特に右室系）も重なっている可能性あり。3/14より補液1000ml➝500mlへ減量し4日分処方。抗生剤の使用や食事の中止に関しては主治医へ指示を仰ぐよう指示あり。

・中村　せつ様～本日の採血結果に関し、主治医不在にて村上Dr.へ報告。
急激なHb低下や出血拡大はなく、現在の止血・クーリング対応継続の指示あり。

・松原　益子様～下痢続いている為、酸化マグネシウム中止指示あり。

・江刺家　惠子様～姉夫婦来院。最近の様子お伝えしている。総合病院での精査や加療は決めかね希望されず。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。他患者の私物弄りや他室侵入見られ、介入にも自制出来ない為、時間早めて開放観察終了している。自室内では静穏に過ごす。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～時間隔離中。6：00～16：00開放観察実施。過度な飲水行為なく、自室にて音楽鑑賞し静穏に過ごしている。口数少なく他者への攻撃性なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。他者の言動に憤慨し断続的に叫んでいる。頻回に不穏時薬使用するも落ち着き無し。スタッフが傾聴する事で次第に情動は落ち着く。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6：00～20:00開放観察実施。他者の言動に反応しテーブルを叩き暴言吐いている。11：00不穏時リスパダール内用液使用。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・中村　せつ様～バイタルサイン大きな変動無し。腹部膨満、右季肋部、腹部～会陰部の内出血持続。

・竹ノ内　トメ様～体温37.6℃、脈拍88回/分、血圧168/88㎜Hg、酸素応和度92％。喘鳴あり、吸引施行するも黄色痰少量のみしか引けず。体熱感軽度あり、クーリング継続している。

＜金Dr.診察情報＞
・東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方となる。他、本人希望にてオロパタジン点眼
薬、ハップスター処方。

・沼山　真紀子様～臨時薬同内容で25日まで処方となる。

・田中　文男様～明日採血指示あり（低栄養の理由確認から内分泌系の確認をしていく方向。）定期薬・臨時薬同内容で7日分処方。南病棟へ転出可の指示あり。

・二部　定男様～臨時薬同内容で10日分処方となる。

・大橋　セツ様～3/14～点滴ラクテック1本のみ、8日分処方。食事量up可の指示あり。

[bookmark: _GoBack]・石ケ森　泰子様～持参薬デエビゴ、ドネペジル塩酸塩OD錠を3/14より当院処方切り替え、14日分処方。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和5年3月13日　　10：42
氏　　名：齋藤　光枝（さいとう　みつえ）様
生年月日：昭和54年9月18日　42歳
病　　名：ウェルニッケ脳症、アルコール性認知症
性　　別：女性
主 治 医：田名部Dr.　
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Dユニット18号室

＜経過＞
　当院2回の入院歴あり（H30.3.23 - R2.7.24）（最終R4.5.8　-　R4.8.29）。退院後、有料老人ホーム「八太郎山の家」入所していた。施設入所中は時折、気分の落ち込みがあるものの当院外来通院・薬物療法は継続出来ていた。
　R5.3.13　7：20レジ袋をつなげたもので首を絞めているところを施設スタッフが発見。すぐに見つけたため、意識レベルの低下などはないが、希死念慮が持続しており施設対応困難となっており、かかりつけの当院での治療希望あり。精神症状の改善および環境調整目的のため、R5.3.13　10：42東病棟Dユニット18号室に医療保護入院となる。

